






超音波診断装置を用いた産肉評価手法?

 「肉用家畜における超音波画像情報を用いたこれまでの研究と
今後の展望」

徳永 忠昭 氏（宮崎大学農学部畜産草地科学科）

 「栃木県における超音波肉質診断技術研究の取組と生産現場
における活用について」

川田 智弘 氏（栃木県農政部経営技術課）

宮崎大学CADIC特別セミナー

日時：令和4年11月30日（水） 15:15～16:45
場所：農学部講義棟1階・L103

本セミナーでは、鹿児島県で開催された全国和牛能力共進会“肉牛の部”の各地域
代表牛を選畜する上でも活用された“超音波診断装置を用いた産肉評価手法”に
ついて、超音波診断装置を活用した研究や生産現場への応用に携わってきた
CADIC畜産研究・支援部門の研究者より、これまでの研究成果や今後の展望など
をご紹介します。教員・学生の皆さま、ぜひご参加ください。

世話人：
農学部畜産草地科学科 徳永 忠昭（内7199）

（toku@cc.miyazaki-u.ac.jp）



相模女子大学 栄養科学部 管理栄養学科・准教授

下島 優香子氏
食肉から検出される薬剤耐性菌の現状と対策

宮崎大学CADIC特別セミナー

u日時：2022年12月9日(金) 16:30 ~ (18:10予定)
u場所：宮崎大学農学部講義棟2階・L204

東京慈恵会医科大学 総合医科学研究センター 基盤研究施設・教授

岩瀬 忠行氏
抗体と近赤外光で病原体を選択的に駆除する方法

本セミナーでは、薬剤耐性菌における食品中の汚染実態や、新たに開発された
治療戦略についてご紹介いただきます。本学の教員・学生の皆さま、ぜひご参
加ください。学外からのご参加も歓迎します。

世話人：農学部畜産草地科学科 井口純（iguchi@med.miyazaki-u.ac.jp）

薬剤耐性菌に立ち向かう
（食品に潜む耐性菌 / 新たな治療戦略）

多剤耐性菌を含む細菌やSARS-CoV-2を含むウイルス等の様々な微生物病原体を、抗体
と近赤外光で選択的に除去することが可能な、世界初の治療戦略を紹介します。
（本研究の成果は、Communications Biologyに2022年7月発表）

抗菌薬は家畜にも使用され、薬剤耐性菌が発生します。そして食肉を介して私たちに伝播
する可能性が指摘されています。食肉における薬剤耐性菌の現状とその対策への取組みに
ついて紹介します。



宮崎⼤学 CADIC 感染症研究・検査部⾨ 客員教授
⼈とペットの共⽣環境研究所 所⻑
🐾 中塚 圭⼦ ⽒
「⾏動学から⾒えてくるヒトと動物の関係」

宮崎⼤学 CADIC 感染症研究・検査部⾨ 教授
🐾 三澤 尚明 ⽒
「感染症から⾒えてくるヒトと動物の関係」

宮崎⼤学 CADIC 国際連携・教育研究部⾨
フロンティア科学総合研究センター 准教授

🐾 井⽥ 隆徳 ⽒
「⼦ども達との関わりから⾒えてくるヒトと動物の関係」

◆主催︓宮崎⼤学産業動物防疫リサーチセンター
◆共催︓宮崎⼤学ボランティアサークル「びいだま」/ 宮崎FUN🐾DOG

世話⼈︓宮崎⼤学 井⽥隆徳 （a0d203u@cc.miyazaki-u.ac.jp）

宮崎⼤学産業動物防疫リサーチセンター
市民公開セミナー

ヒトと動物の関係を考える

⽇時︓令和5年1⽉21⽇（⼟）14:00-16:50
場所︓宮崎⼤学附属図書館本館 （⽊花キャンパス）

3階「hidamari」

参加無料・学内・学外、どなたでも参加できます。
リモート配信あり。
申込はQRコードからかメールにてお願いします。

本セミナーでは、宮崎⼤学でこれまで20年以上にわたり⾏われてきたヒトと動物の
関係に関する研究について、最新の世界事情も含めてご紹介いただきます。



ミツバチと豚の細菌感染症研究
（腐蛆病菌と豚レンサ球菌の最新知見）

農研機構・動物衛生研究部門
動物感染症研究領域 細菌グループ
高松 大輔氏

~ミツバチの健康を脅かす細菌感染症の話~

宮崎大学CADIC特別セミナー

u日時：2023年1月24日(火) 16:30 ~ (18:10予定)
u場所：宮崎大学農学部講義棟2階・L204

農研機構・動物衛生研究部門
越境性家畜感染症研究領域 疫学・昆虫媒介感染症グループ
大倉 正稔氏

~ヒトにも感染する豚レンサ球菌~ 

本セミナーでは、養蜂や畜産に関連する細菌感染症の現状や研究成果、
対策や今後の展開などについてご紹介いただきます。本学の教員・学生
の皆さま、ぜひご参加ください。学外からのご参加も歓迎します。

世話人：農学部畜産草地科学科 井口純（iguchi@med.miyazaki-u.ac.jp）

ふ そ



宮崎大学CADIC特別セミナー

お問い合わせ
宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター（CADIC)

e-mail: cadic@cc.miyazaki-u.ac.jp
Tel : 0985-58-7674

講演者：西園 晃 先生

大分大学グローカル感染症研究センター
センター長

演題：「狂犬病に関する総合的研究と大分大学
グローカル感染症研究センターの紹介」

日時：202３年２月１７日（金） 1０:00-1０:40
会場：宮崎大学農学部北棟２階 第１会議室（N217）

大分大学グローカル感染症研究センター
長の西園 晃 先生をお招きし、狂犬病に
関する総合的研究と２０２１年１０月に開
設された大分大学グローカル感染症研究
センターの紹介をしていただきます。
申込不要です。是非ご参加ください。



６大学共催フォーラム第12回

食の安全が抱える将来課題と新たな解決法の模索

開催日：2023年3月9日（木）9:30～18:00
会 場：大阪公立大学I-siteなんば
参加費：無料

10年, 20年後の食の安全を考える

共催：大阪公立大学 食品安全科学研究センター
東京大学 食の安全研究センター
神戸大学 食の安全・安心科学センター
岩手大学 動物医学食品安全教育研究センター
東北大学 食と農免疫国際教育研究センター
宮崎大学 産業動物防疫リサーチセンター

後援：日本食品微生物学会、日本食品衛生学会

本フォーラムWebサイト：https://www.vet.osakafu-u.ac.jp/pub/coforum6/

6大学共催フォーラム第12回事務局
大阪公立大学大学院獣医学研究科 獣医公衆衛生学研究室
〒598-8531 泉佐野市りんくう往来北1-58
Email：co.forum6@gmail.com

HACCP

Food Safety
Risk management

Food Agronomy Food Security
Agronomics Immunology

Food Science

How we should prepare for future food-safety issues in risk management

同時開催：大阪公立大学の「食」への取り組み



フォーラム開催趣旨

食の安全に関わる様々なリスク要因は、社会状況に応じて変化します。例えば世界規模の感染症は
私たちの食生活に大きな影響を与えることがわかりました。エネルギー問題、SDGsへの対応が迫られ
る中、普遍的と思われてきた原材料（例えば動物肉）の使用すら、将来にわたって利用可能なのかは
不透明です。また様々な科学技術の発展を背景に、人の考え方そのものの変革が求められています。

そんな中、食の安全に関わるリスク管理の手法は、今後10年後、20年後も変化しないはずはありま
せん。私たちは、やがて来る大きな変化に対していかに向かい合うか、今から備える必要はないので
しょうか。

このような考え方から本フォーラムを企画、高い専門性を持つ研究者にお集まりいただき、ご講演
と議論をお願いしています。また、今年開学した大阪公立大学の「食」への取り組みも紹介する時間
を設けています。多くの方々のご参加を心よりお待ちしています。

代表世話人 大阪公立大学 大学院獣医学研究科 三宅 眞実

6大学共催フォーラム第12回

参加申し込み

6大学共催フォーラム第12回のWebサイト（右記QRコード）よりお申し込みください。
https://www.vet.osakafu-u.ac.jp/pub/coforum6/
＊定員（約80名）に達し次第締め切らせていただきます。ご了承ください。

個人情報の取り扱いについて
ご記入内容は、フォーラム参加者数の把握と会場での入場者確認、本フォーラムに関する事務局からの連絡にのみ利用します。また
個人情報保護に関する方針に従い、必要な安全管理措置を行います。

会場案内：大阪公立大学I-siteなんば
〒556-0012 大阪市浪速区敷津東2丁目1番41号
南海なんば第1ビル
Tel 06-7656-0441（代表）

・南海電鉄「なんば駅」下車、南海線東側の道を南へ徒歩約12分
・地下鉄御堂筋線「なんば駅」下車、南へ徒歩約15分
・地下鉄御堂筋線・四つ橋線「大国町駅」下車、東へ徒歩約7分

お問い合わせ

6大学共催フォーラム第12回事務局
Email：co.forum6@gmail.com

＊Webサイトにもお問い合わせフォームを用意しています。
ご活用ください。

講演プログラム

参加申し込み

第1部：大阪公立大学の「食」への取り組み（9:40～11:20）

・いかにしてカンピロバクター食中毒を減らすか 畑中 律敏（獣医学研究科）
・線虫C. elegansを代替モデルとして老化・生体防御と食の関わりに迫る 中台（鹿毛）枝里子（生活科学研究科）
・食品成分の機能性による骨格筋の健康ヘのアプローチ 山地 亮一（農学研究科）
・食と超硫黄：新興硫黄生物学が拓く新たな食品科学 居原 秀 （理学研究科）
・食品のリスク因子と安全性評価 鰐渕 英機（医学研究科）

報告会：6大学センターの活動報告（11:30～12:00）

第2部：10年, 20年後の食の安全を考える（13:20～15:50）

・感染性食中毒の現状とその将来展望を考える 河合 高生（大阪健康安全基盤研究所）
・食品微生物制御へのバクテリオファージの利用と展望 宮本 敬久（九州大学大学院農学研究院）
・大規模コホートデータを活用した化学物質の発がんリスク解析 石原 淳子（麻布大学食品生命科学科）
・腸管樹状細胞の特性を基盤とした次世代粘膜ワクチンの開発 植松 智 （大阪公立大学大学院医学研究科）

第3部：パネルディスカッション（15:50～17:20）

https://www.vet.osakafu-u.ac.jp/pub/coforum6/




ICD 講習会
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薬剤耐性菌の理解とマネージメント

3 月 18 日（土）15:30～17:30
第 1 会場（大ホール）

司会：明田 幸宏（国立感染症研究所）
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

ICD-1
薬剤耐性菌の現状

○朝野 和典（大阪健康安全基盤研究所）

ICD-2
世界における薬剤耐性菌

○明田 幸宏（国立感染症研究所・細菌第一部）

ICD-3
抗菌薬適正使用の考え方

○具 芳明（東京医科歯科大学医歯学総合研究科・統合臨床感染

症学分野）

ICD-4
薬剤耐性菌を意識した感染対策

○鍋谷 佳子（大阪大・医・附属病院・看護部）

シンポジウム

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

S1 生体防御研究の現状と展望

3 月 16 日（木）9:10～11:40
第 2 会場（中ホール）

コンビーナー：中川 一路（京都大学）

金城 雄樹（東京慈恵会医科大学）

共催：日本生体防御学会
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

S1-1
Cholesterol metabolism associated with the innate immune
response against viral infection
○押海 裕之（熊大・生命・免疫）

S1-2
結核菌 Zmp1 による IL-1β 産生抑制の分子機構

○松崎 吾朗1,2，高江洲 義一1,2（1琉球大・熱生研・分子感染防

御，2琉球大・医院・生体防御）

S1-3
Neural control of gut homeostasis through regulation of the
microbiota and pathogens in Drosophila
○倉田 祥一朗（東北大・院・薬）

S1-4
Rab GTPase ネットワークが制御する細胞内膜輸送経路と細菌感染

○野澤 孝志，村瀬 一典，中川 一路（京大・院医・微生物）

S1-5
抗酸菌に対する自然免疫と獲得免疫の共闘

○山崎 晶（阪大・微研/IFReC・分子免疫）
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S2 ワンヘルスの基礎と実践のフロントランナー

3 月 16 日（木）9:10～11:40
第 3 会場（407）

コンビーナー：三室 仁美（大分大学）

井口 純（宮崎大学）

共催：大分大学グローカル感染症研究センター，宮崎大学産

業動物防疫リサーチセンター
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S2-1
農環境に潜むヒト病原真菌の薬剤耐性株

○萩原 大祐1,2（1筑波大・生命環境，2筑波大・MiCS）

S2-2
Escherichia 属細菌の動物適応がもたらすヒト病原性

○小椋 義俊（久留米大・医・感染医学）

S2-3
野生動物や自然界における薬剤耐性菌の伝播・拡散

○浅井 鉄夫（岐阜大・院・連合獣医学研究科）

S2-4
ベトナムにおける薬剤耐性菌のワンヘルスアプロ―チによるサー

ベイランス

○春日 郁朗（東大・先端研）

S2-5
プリオン病研究の現在

○新 竜一郎（宮崎大・医学・微生物）

S2-6
ワンヘルスの視点からの狂犬病とその予防

○西園 晃（大分大・医・微生物学）
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S3 ファージ vs 細菌　その仁義なき？戦い

3 月 16 日（木）9:10～11:40
第 4 会場（408）

コンビーナー：氣駕 恒太朗（国立感染症研究所）

安藤 弘樹（岐阜大学・アステラス製薬）

共催：日本ファージセラピー研究会
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S3-1
細菌とファージの生存競争

○大塚 裕一（埼玉大・院・理工）

第 96 回日本細菌学会総会プログラム集
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